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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート状の防漏体と、前記防漏体の上部に少なくとも１層配置された体液を吸収しうる
吸収体とを有する吸収体物品本体と、
　前記吸収体物品本体の前後方向の前端部から、前身頃、股下部及び後身頃を経て後端部
にわたって配置され、前記吸収体物品本体と前記前端部及び前記後端部において結合する
、左右一対の頭部伸縮体と、
　左右縁部がそれぞれ前記左右一対の頭部伸縮体と結合するキャナルシートとを有し、
　前記キャナルシートが前身頃、股下部及び後身頃において、前記頭部伸縮体の下側に、
前記吸収体の表面に向かって凸型に垂下するように構成され、前記左右一対の頭部伸縮体
の間隙が上部開口となり、前記キャナルシートの左右縁部付近が側面、前記キャナルシー
トの左右方向の中央部付近が底面となり、股下部を含む領域で前記底面の下面と前記吸収
体の表面とが結合して底面結合部を有する谷形の立体形状の体液受容キャナルが形成され
る、吸収体物品であって、
　前記底面結合部を有する領域内において、前記キャナルシートの少なくとも両側面の一
部を補強するプラスシートが左右方向の中央部には存在しないように接合され、前記体液
受容キャナルの谷形の立体形状を安定的に保持する、吸収体物品。
【請求項２】
　シート状の防漏体と、前記防漏体の上部に少なくとも１層配置された体液を吸収しうる
吸収体とを有する吸収体物品本体と、
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　前記吸収体物品本体の前後方向の前端部から、前身頃、股下部及び後身頃を経て後端部
にわたって配置され、前記吸収体物品本体と前記前端部及び前記後端部において結合する
、左右一対の頭部伸縮体と、
　左右縁部がそれぞれ前記左右一対の頭部伸縮体と結合するキャナルシートとを有し、
　前記キャナルシートが前身頃、股下部及び後身頃において、前記頭部伸縮体の下側に、
前記吸収体の表面に向かって凸型に垂下するように構成され、前記左右一対の頭部伸縮体
の間隙が上部開口となり、前記キャナルシートの左右縁部付近が側面、前記キャナルシー
トの左右方向の中央部付近が底面となり、股下部を含む領域で前記底面の下面と前記吸収
体の表面とが結合して底面結合部を有する谷形の立体形状の体液受容キャナルが形成され
る、吸収体物品であって、
　前記底面結合部を有する領域内において、前記キャナルシートの少なくとも両側面の一
部を補強するプラスシートが、左右方向に前記キャナルシートの前記頭部伸縮体と結合す
る左右の部分の一方から他方まで延在するように接合され、前記体液受容キャナルの谷形
の立体形状を安定的に保持する、吸収体物品。
【請求項３】
　前記プラスシートが前記キャナルシートの左右側面の外側に設けられている、請求項１
又は２に記載の吸収体物品。
【請求項４】
　前記プラスシートが前記キャナルシートの左右側面の内側に設けられている、請求項１
～３のいずれかに記載の吸収体物品。
【請求項５】
　前記底面結合部が股下部から前身頃に延在し、かつ、前記プラスシートが前記キャナル
シートの股下部から前身頃に延在している、請求項１～４のいずれかに記載の吸収体物品
。
【請求項６】
　前記底面結合部が股下部から後身頃に延在し、かつ、前記プラスシートが前記キャナル
シートの股下部から後身頃に延在している、請求項１～５のいずれかに記載の吸収体物品
。
【請求項７】
　前記キャナルシートが液透過性であり、かつ、前記プラスシートが液不透過性である、
請求項１～６のいずれかに記載の吸収体物品。
【請求項８】
　前記キャナルシートが液不透過性であり、かつ、前記プラスシートが液透過性である、
請求項１～６のいずれかに記載の吸収体物品。
【請求項９】
　前記プラスシートが発泡体シート類により構成されている、請求項１～８のいずれかに
記載の吸収体物品。
【請求項１０】
　前記プラスシートがシート状吸収体により構成されている、請求項１～８のいずれかに
記載の吸収体物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収体物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　吸収体物品は、おむつ（子供用及び大人用おむつ）、生理用ナプキン、失禁対策商品、
トレーニングパンツ等の着用者から排出された体液を、高吸収性樹脂（以下「ＳＡＰ」と
もいう。）やフラッフ状にした木材パルプ等を用いた吸収体により、吸収し、処理する物
品である。
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【０００３】
　従来の吸収体物品においては、体液は、着用者の排出器から直接に吸収体の表面に排出
され、吸収体の表面における拡散と吸収体の表面から内部への移行とにより、吸収体に吸
収され、処理される。
　したがって、吸収体物品からその外部への体液のリーク（漏れ）を防ぐためには、吸収
体物品と着用者の身体との間に間隙が生じないように、吸収体の表面と着用者の肌、特に
、排出器とを密着させることが必要であった。
　しかしながら、このような状態で吸収体物品を使用すると、体液の排出後には、着用者
の肌が体液で濡れている吸収体の表面に密着した状態となる。着用者の肌が体液に接触し
ている状態が長時間続くと、着用者にとって不快であるだけでなく、皮膚を膨化させ、細
菌増殖の原因となり、かぶれや炎症を引き起こす事態を招くことにもなるという問題点が
あった。
【０００４】
　本発明者は、このような従来の吸収体物品の問題点を解決するための新しい提案として
、吸収体、特に、着用者の排泄器に相当する位置であるクロッチ部（股下部）に体液を直
接に移行させないように、吸収体の前後に体液の移動、分配を可能にするユニットを吸収
体の表面と着用者の肌との間に新たに導入することにより、排出された体液と着用者の肌
との接触を効果的に回避する手法を提案した。
　特許文献１においては、前記ユニットは、フローティングレッグギャザーとして提案さ
れている。特許文献２においては、前記ユニットは、体液の移動通路として提案されてい
る。特許文献３においては、前記ユニットは、体液受容キャナルとして提案されている。
これらの提案に係るユニットは、いずれも、左右一対の頭部と左右一対の頭部に結合され
て、垂下する垂下部とを持ち、左右一対の頭部のみが着用者の肌に接触する点で共通する
ものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第５０８６４９２号公報
【特許文献２】特許第５２３６１２１号公報
【特許文献３】特許第５２３６１２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明者は、特許文献１～３に記載された、各種のユニットを有する吸収体物品の研究
を進めたところ、特許文献３における体液受容キャナルにおいて、排出された体液と着用
者の肌との接触をより効果的に回避することができる余地があるのではないかと考えた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、谷形の立体形状の体液受容キャナルを形成する吸収体物品において、谷形
の立体形状が形成される底面結合部を有する領域内において、体液受容キャナルを形成す
るキャナルシートの少なくとも両側面の一部を補強するプラスシートを接合することによ
り、体液受容キャナルの谷形の立体形状を安定的に保持することができることを見出し、
本発明を完成させた。
【０００８】
　すなわち、本発明は、以下の（１）～（１０）を提供する。
　（１）シート状の防漏体と、前記防漏体の上部に少なくとも１層配置された体液を吸収
しうる吸収体とを有する吸収体物品本体と、
　前記吸収体物品本体の前後方向の前端部から、前身頃、股下部及び後身頃を経て後端部
にわたって配置され、前記吸収体物品本体と前記前端部及び前記後端部において結合する
、左右一対の頭部伸縮体と、
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　左右縁部がそれぞれ前記左右一対の頭部伸縮体と結合するキャナルシートとを有し、
　前記キャナルシートが前身頃、股下部及び後身頃において、前記頭部伸縮体の下側に、
前記吸収体の表面に向かって凸型に垂下するように構成され、前記左右一対の頭部伸縮体
の間隙が上部開口となり、前記キャナルシートの左右縁部付近が側面、前記キャナルシー
トの左右方向の中央部付近が底面となり、股下部を含む領域で前記底面の下面と前記吸収
体の表面とが結合して底面結合部を有する谷形の立体形状の体液受容キャナルが形成され
る、吸収体物品であって、
　前記底面結合部を有する領域内において、前記キャナルシートの少なくとも両側面の一
部を補強するプラスシートが左右方向の中央部には存在しないように接合され、前記体液
受容キャナルの谷形の立体形状を安定的に保持する、吸収体物品。
　（２）シート状の防漏体と、前記防漏体の上部に少なくとも１層配置された体液を吸収
しうる吸収体とを有する吸収体物品本体と、
　前記吸収体物品本体の前後方向の前端部から、前身頃、股下部及び後身頃を経て後端部
にわたって配置され、前記吸収体物品本体と前記前端部及び前記後端部において結合する
、左右一対の頭部伸縮体と、
　左右縁部がそれぞれ前記左右一対の頭部伸縮体と結合するキャナルシートとを有し、
　前記キャナルシートが前身頃、股下部及び後身頃において、前記頭部伸縮体の下側に、
前記吸収体の表面に向かって凸型に垂下するように構成され、前記左右一対の頭部伸縮体
の間隙が上部開口となり、前記キャナルシートの左右縁部付近が側面、前記キャナルシー
トの左右方向の中央部付近が底面となり、股下部を含む領域で前記底面の下面と前記吸収
体の表面とが結合して底面結合部を有する谷形の立体形状の体液受容キャナルが形成され
る、吸収体物品であって、
　前記底面結合部を有する領域内において、前記キャナルシートの少なくとも両側面の一
部を補強するプラスシートが、左右方向に前記キャナルシートの前記頭部伸縮体と結合す
る左右の部分の一方から他方まで延在するように接合され、前記体液受容キャナルの谷形
の立体形状を安定的に保持する、吸収体物品。
　（３）前記プラスシートが前記キャナルシートの左右側面の外側に設けられている、上
記（１）又は（２）に記載の吸収体物品。
　（４）前記プラスシートが前記キャナルシートの左右側面の内側に設けられている、上
記（１）～（３）のいずれかに記載の吸収体物品。
　（５）前記底面結合部が股下部から前身頃に延在し、かつ、前記プラスシートが前記キ
ャナルシートの股下部から前身頃に延在している、上記（１）～（４）のいずれかに記載
の吸収体物品。
　（６）前記底面結合部が股下部から後身頃に延在し、かつ、前記プラスシートが前記キ
ャナルシートの股下部から後身頃に延在している、上記（１）～（５）のいずれかに記載
の吸収体物品。
　（７）前記キャナルシートが液透過性であり、かつ、前記プラスシートが液不透過性で
ある、上記（１）～（６）のいずれかに記載の吸収体物品。
　（８）前記キャナルシートが液不透過性であり、かつ、前記プラスシートが液透過性で
ある、上記（１）～（６）のいずれかに記載の吸収体物品。
　（９）前記プラスシートが発泡体シート類により構成されている、上記（１）～（８）
のいずれかに記載の吸収体物品。
　（１０）前記プラスシートがシート状吸収体により構成されている、上記（１）～（８
）のいずれかに記載の吸収体物品。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の吸収体物品は、体液受容キャナルを形成するキャナルシートの少なくとも両側
面の一部を補強するプラスシートを接合することにより、体液受容キャナルの谷形の立体
形状を安定的に保持することができ、排出された体液と着用者の肌との接触をより効果的
に回避することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の吸収体物品の実施態様の例を示す模式図である。
【図２】プラスシートの模式的な平面図である。
【図３】プラスシートの種々の配置状態を示す模式図である。
【図４】プラスシートの種々の配置状態を示す模式図である。
【図５】プラスシートの種々の配置状態を示す模式図である。
【図６】プラスシートの種々の配置状態を示す模式図である。
【図７】本発明の吸収体物品の実施態様の別の例を示す模式図である。
【図８】本発明の吸収体物品の実施態様の更に別の例を示す模式図である。
【図９】先行技術に係る連結シートを組み込んだ吸収体物品の実施態様の例を示す模式図
である。
【図１０】先行技術に係る連結シートを組み込んだ吸収体物品の実施態様の別の例を示す
模式図である。
【符号の説明】
【００１１】
　１０　防漏体
　１２、１２ａ　吸収体
　１３　サーフェスシート
　１４、１４ａ、１４ｂ　頭部伸縮体
　１６、１６ａ　キャナルシート
　１８　前端結合部
　２０　後端結合部
　２２　結合部
　２４、２４ａ、２４ｂ、２４ｃ、２４ｄ、２４ｅ、２４ｆ、２４ｇ、２４ｈ、２４ｉ　
底面結合部
　２６、２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２６ｄ、２６ｅ、２６ｆ、２６ｇ、２６ｈ、２６ｉ、
２６ｊ、２６ｋ、２６ｌ　プラスシート
　２８　アウターレッグギャザー（ＯＬＧ）
　３０　着脱部材
　３２　結合層
　３４、３４ａ　連結シート
　３４’、３４ａ’　親水性シート
　３４”、３４ａ”　疎水性シート
　３６、３６ａ　線状結合部
　１００、１０１、１０２、１０３、１０４　吸収体物品
　Ｃ　股下部
　Ｃａ　体液受容キャナル
　Ｆ　前身頃
　Ｒ　後身頃
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の吸収体物品を添付図面に示す好適実施形態に基づいて詳細に説明する。
なお、本明細書においては、本発明の吸収体物品を実際に着用した場合に、着用者の肌に
近い側を「上」といい、遠い側を「下」という。また、本発明の吸収体物品を実際に着用
した場合に、着用者の体の前側に対応する側を「前」といい、後側に対応する側を「後」
という。また、各図中、理解を容易にするために、実際には接触している部材を離間させ
て示すことがある。添付した図面中の各平面図においては、図の左側に吸収体物品等の前
側が位置するように図示してある。
　また、本明細書においては、「吸収体物品本体」とは、吸収体物品の構成部材である防
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漏体、防漏体上に設けることができるトップシート、その他吸収体物品に設けることがで
きる各種部材を総称していうものである。これに従い、吸収体物品がおむつである場合は
、吸収体物品本体をおむつ本体と呼ぶ。
　さらに、本明細書においては、「吸収体の表面」とは、吸収体が露出している場合は、
その表面を意味し、吸収体が拡散シート、アクイジションシート、トップシート（サーフ
ェスシート）、コアラップシート等で被覆されている場合は、被覆している拡散シート、
アクイジションシート、トップシート（サーフェスシート）、コアラップシート等の表面
を意味する。
【００１３】
　図１は、本発明の吸収体物品の実施態様の例を示す模式図である。図１（Ａ）は、吸収
体物品に応力を加えて前後方向及び左右方向に引っ張って展開し、ほぼ平面状にした状態
（緊張状態）を模式的に示した展開平面図である。図１（Ｂ）は、図１（Ａ）中のＩＢ－
ＩＢ線に沿った緊張状態の横端面図である。図１（Ｃ）は、吸収体物品に応力を加えない
場合の（弛緩状態の）図１（Ａ）中のＩＢ－ＩＢ線に沿った横端面図である。
　図１に示される吸収体物品１００は、子供用テープ型おむつ（Ｍサイズ（体重６～１１
ｋｇ程度用））として構成されている。
　以下に説明する吸収体物品１００の各部材の大きさは、Ｍサイズである場合の一例であ
り、適宜変更することができるものであり、また、吸収体物品のサイズが異なれば、当然
各部材の大きさも変わってくる。また、以下に説明する吸収体物品１００の各部材の大き
さは、特に記載のない限り、緊張状態のものである。
【００１４】
　図１に示される本発明の吸収体物品１００は、基本的に、シート状の防漏体１０と、防
漏体１０の上部に少なくとも一層配置された、体液を吸収しうる吸収体１２とを有する吸
収体物品本体と、前記吸収体物品本体の前後方向の前端部から前身頃Ｆ、股下部Ｃ及び後
見頃Ｒを経て、後端部にわたって配置され、吸収体物品本体と前記前端部及び前記後端部
において結合する、左右一対の頭部伸縮体１４と、左右縁部がそれぞれ左右一対の頭部伸
縮体１４と結合するキャナルシート１６とを有している。
【００１５】
　防漏体１０の材質は、一般に、バックシートとして用いられているものを用いることが
できる。具体的には、例えば、ＰＥ、ＰＰ、ＰＥＴ、ＥＶＡ等の樹脂のフィルム；前記樹
脂の発泡シート等の体液不透過性シートを用いることができる。体液不透過性シートは、
通気性フィルム等の通気性を有するものも好適に用いられる。
　また、前記樹脂のフィルムを用いる場合には、感触や外観を向上させるために、フィル
ムと不織布との複層シートとして用いることもできる。この場合、不織布としては、比較
的低目付のＳＢ、ＳＭＳ、サーマルボンド不織布（例えば、エアスルータイプ）等が好適
に用いられる。
　また、前記樹脂のフィルムと後述するシート状吸収体との複層シートを用いることもで
きる。
　また、高耐水性不織布を用いることもできる。高耐水性不織布としては、例えば、耐水
度１００ｍｍＨ2Ｏ以上の耐水性を有するＳＭＳ、マイクロウェブの細孔をミクロフィブ
リル化セルロース（ＭＦＣ）やワックスで充填することにより耐水性を付与されたＳＭＳ
が挙げられる。この場合、単独で用いてもよく、フィルムと高耐水性不織布との複層シー
トとして用いることもできる。
【００１６】
　防漏体１０は、複数の部材から構成されていてもよい。
【００１７】
　防漏体１０は、シート状であり、吸収体１２等を上部に収納し、かつ、頭部伸縮体１４
及びキャナルシート１６を配置し得るものであれば、その形状を特に限定されない。
【００１８】
　防漏体１０としては、例えば、通気性ＰＥフィルムにＳＭＳ不織布を積層したものを好
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適に使用することができる。
【００１９】
　本発明に用いられる吸収体１２は、体液を吸収しうるものであれば特に限定されず、従
来公知の吸収体物品に用いられる吸収体を用いることができる。例えば、粉末状の木材パ
ルプ、無加工のＳＡＰ等の粉体状吸収体、シート状吸収体を用いることができる。
【００２０】
　シート状吸収体は、形態安定性、ＳＡＰの脱落防止等の可能性等に優れる。
　シート状吸収体の中でも、ＳＡＰを５０質量％以上、好ましくは６０質量％以上、より
好ましくは７０質量％以上含有する高吸水性シートであるのが好ましい。また、高吸水性
シートにおけるＳＡＰの含有量は、高吸水性シートの安定性等の点で、９５質量％以下で
あるのが好ましい。
【００２１】
　高吸水性シートは、ＳＡＰを主成分とする極薄のシート状吸収体である。高吸水性シー
トは、ＳＡＰの含有量が極めて高いため、厚さが極めて薄い。高吸水性シートの厚さは、
１．５ｍｍ以下であるのが好ましく、１ｍｍ以下であるのがより好ましい。
　高吸水性シートは、ＳＡＰを主成分とする極薄のシート状吸収体であれば、構成や製造
方法を特に限定されない。
　例えば、Ａｉｒ　Ｌａｉｄ法で得られる高吸水性シートが挙げられる。Ａｉｒ　Ｌａｉ
ｄ法は、粉砕した木材パルプとＳＡＰとを混合し、結合剤を添加してシート状に成形して
高吸水性シートを得る方法である。この方法で得られる高吸水性シートとしては、例えば
、米国レオニヤ（Ｒａｙｏｎｉｅｒ）社製のＮＯＶＡＴＨＩＮ（米国登録商標）、王子キ
ノクロス社製のＢ－ＳＡＰが知られている。
　また、ＳＡＰの分散スラリーを不織布等の体液透過性シートの上にコーティングする方
法で得られる高吸水性シートも挙げられる。ここで、ＳＡＰの分散スラリーは、ＳＡＰと
ミクロフィブリル化セルロース（ＭＦＣ）とを、水とエタノールとの混合溶媒に分散させ
たものであるのが好ましい。この方法で得られる高吸水性シートとしては、例えば、（株
）日本吸収体技術研究所製のＭｅｇａＴｈｉｎ（登録商標）が知られている。
　そのほかに、例えば、起毛状不織布にＳＡＰを大量に担持させ、ホットメルトバインダ
ー、エマルションバインダー、水性繊維等で固定する方法で得られる高吸水性シート、繊
維状ＳＡＰをＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）繊維と混合してウェブ状に成形する
方法で得られる高吸水性シート、ＳＡＰ層の上下をティッシュで挟んだＳＡＰシートが挙
げられる。
【００２２】
　吸収体１２は、防漏体１０の上部に、少なくとも１層配置される。すなわち、吸収体１
２は、１層であってもよく、２層以上（複数層）であってもよい。
また、吸収体１２は、折りたたんだ状態で配置することもできる。
【００２３】
　吸収体１２としては、例えば、ＳＡＰとパルプとの混合物（ＳＡＰ／パルプ＝６０／４
０（質量比））を前後方向の長さ３５０ｍｍ、左右方向の幅１２０ｍｍの長方形状のマッ
トに成形し、ティッシュペーパーで被覆したシートを好適に使用することができる。
【００２４】
　吸収体物品本体は、上述した防漏体１０と、吸収体１２とを有し、他の構成部材を有し
ていてもよい。
【００２５】
　防漏体１０は、全面的に、サーフェスシート１３で被覆され、吸収体１２の上側もサー
フェスシート１３で被覆されている。
　サーフェスシート１３としては、例えば、親水化処理を施した液透過性のＰＰスパンボ
ンド（例えば、目付量１３ｇ／ｍ2）を好適に使用することができる。
【００２６】
　左右一対の頭部伸縮体１４は、吸収体物品本体の前後方向の前端部から前身頃Ｆ、股下
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部Ｃ及び後見頃Ｒを経て、後端部にわたって配置され、吸収体物品本体と前記前端部及び
前記後端部において結合している。具体的には、前端結合部１８及び後端結合部２０にお
いて結合している。結合の方法は、特に限定されず、例えば、ホットメルト接着剤、熱シ
ール接着等を用いて結合することができる。
　ここで、「吸収体物品本体」とは、吸収体物品の部材である防漏体、防漏体上に設ける
ことができるトップシート、サーフェスシート、その他吸収体物品に設けることができる
各種部材を総称していうものである。頭部伸縮体は、防漏体に結合して設けられてもよく
、防漏体上に設けられたトップシートやその他の部材に結合して設けられてもよく、複数
の部材にわたって結合して設けられてもよい。
【００２７】
　左右一対の頭部伸縮体１４は、弾性糸により構成されている。
　弾性糸は、特に限定されず、例えば、天然ゴム糸、合成ゴム糸、ポリウレタンフィラメ
ント、弾性フィルムの細分化テープ等の糸状を呈する材料である。
　弾性糸は、長さが、例えば、約１．２～約３倍の範囲となるように応力を加えて伸長し
た状態にして、薄い不織布等の基材上に、２本以上、好ましくは３本～１０本、並列に並
べて接着剤等の接合剤で固定して用いることができる。応力を加えるのを止めると、収縮
し、短くなる。
　左右一対の頭部伸縮体１４としては、例えば、４本のポリウレタンフィラメントを並列
に配置したものを好適に使用することができる。
　左右一対の頭部伸縮体は、弾性糸が吸収体物品本体の前端部から後端部まで存在する態
様でもよい、弾性糸が前端部から後端部までの一部（例えば、前端部付近及び／又は後端
部付近）には存在しない態様であってもよい。後者の態様の場合、例えば、左右一対の頭
部伸縮体を被覆する部材（例えば、不織布からなるシート状部材（キャナルシートを構成
する部材の延長であってもよい。）。）のみが吸収体物品本体と前端部及び後端部と結合
していてもよい。
【００２８】
　キャナルシート１６は、左右縁部の上面がそれぞれ左右一対の頭部伸縮体１４と、頭部
伸縮体１４の前後方向の全長にわたる結合部２２において、結合している。
　キャナルシートは、左右一対の頭部伸縮体１４の前後方向の全長にわたって存在してい
てもよく、左右一対の頭部伸縮体１４の前後方向の一部（例えば、前端部及び／又は後端
部）を除いた部分において存在していてもよい。
　キャナルシート１６は、前身頃Ｆ、股下部Ｃ及び後身頃Ｒにおいて、図１（Ｃ）に示さ
れるように、頭部伸縮体１４の下側に、吸収体１２の表面に向かって凸型に垂下するよう
に構成されている。
【００２９】
　キャナルシートは、材料を特に限定されないが、例えば、ＰＥ、ＰＰ、ＰＥＴ、ポリウ
レタン、ＳＢＲ系ゴム、ＰＶＡ、ＥＶＡ等の合成樹脂のフィルム、開孔シート及びネット
状シート；ＰＥ繊維、ＰＰ繊維、ＰＥＴ繊維、ＰＥ／ＰＰ複合繊維、ＰＥ／ＰＥＴ複合繊
維等の合成繊維を構成成分とする乾式不織布、湿式不織布、スパンボンド不織布、スパン
ボンド／メルトブローン／スパンボンド積層体に代表されるスパンメルト不織布；木材パ
ルプ、コットン、レーヨン、リヨセル、アセテート等のセルロース類を主成分とする親水
性繊維を構成成分とする乾式不織布、湿式不織布及びスパンボンド不織布が好適に挙げら
れる。
【００３０】
　吸収体物品１００においては、キャナルシート１６の下面の一部と吸収体１２の表面と
が底面結合部２４において結合している。
【００３１】
　底面結合部２４は、キャナルシート１６の左右方向の中央の位置で、前身頃Ｆの後端付
近から、股下部Ｃを経て、後身頃Ｒの前端付近に至る線状（帯状）に設けられている（図
１（Ａ）参照）。キャナルシート１６の下面の一部と吸収体１２の表面とを結合する方法
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は、特に限定されず、例えば、ホットメルト接着剤、熱シール接着等を用いて結合するこ
とができる。
【００３２】
　吸収体物品１００においては、図１（Ｃ）に示されるように、左右一対の頭部伸縮体１
４の間隙が上部開口となり、キャナルシート１６の左右縁部付近が側面、その左右方向の
中央部付近が底面となり、股下部Ｃを含む領域で前記底面の下面と吸収体１２の表面とが
結合して底面結合部２４を有する谷形（Ｖ字形、Ｕ字形とも呼ばれる。）の立体形状の体
液受容キャナルＣａを形成している。
　吸収体物品１００における体液受容キャナルＣａは、股下部Ｃにおいては、開口の左右
方向の幅が狭く、かつ、上下方向の深さが深くなっており、股下部Ｃから前身頃Ｆ及び後
身頃Ｒのそれぞれにかけて、徐々に開口の左右方向の幅が広く、上下方向の深さが浅くな
るように形成されている。
【００３３】
　底面結合部２４を有する領域内においては、キャナルシート１６の少なくとも両側面の
一部を補強するプラスシート２６が接合され、体液受容キャナルＣａの谷形の立体形状を
安定的に保持している。より具体的には、プラスシート２６は、キャナルシート１６の左
右側面の一方の内側から底面の上側を経て他方の内側にわたって設けられている。
　プラスシート２６は、前後方向においては、股下部Ｃから後身頃Ｒにかかる部分に設け
られている。
　プラスシート２６は、左右両側縁で折り返され、頭部伸縮体１４の下面に結合している
。これにより、頭部伸縮体１４をプラスシート２６が下から支えるような状態で配置され
ている。
　プラスシート２６としては、例えば、ウレタンフォーム（例えば、厚み３ｍｍのポリエ
ーテル系の軟質フォームを使用）を好適に使用することができる。
【００３４】
　図２は、プラスシート２６の模式的な平面図である。
　プラスシート２６は、幅Ｗが１４０ｍｍ、長さＬが１００ｍｍの長方形状のシートであ
る。折返し部分の幅Ｗ1は、左右それぞれ１５ｍｍであり、Ｗ2は、１１０ｍｍである。プ
ラスシート２６は、キャナルシート１６と、前後方向の全長にわたって結合している。
【００３５】
　プラスシートについてより詳細に説明する。
　プラスシートは、キャナルシートの底面の下面と吸収体の表面とが結合する底面結合部
を有する領域内において、キャナルシートの少なくとも両側面の一部を補強して、体液受
容キャナルの谷形の立体形状を安定的に保持するものである。
【００３６】
　プラスシートの配置について説明する。
　プラスシートは、キャナルシートの少なくとも両側面の一部を補強するものであればよ
い。
　例えば、プラスシートは、キャナルシートの左右側面の内側に設けられていてもよく、
キャナルシートの左右側面の外側に設けられていてもよい。
　また、プラスシートは、キャナルシートの左右側面から底面にわたって設けられていて
もよく、両側面のみに設けられていてもよい。
　さらに、プラスシートは、キャナルシートの左右側面の一方の内側から底面の上側を経
て他方の内側にわたって設けられていてもよく、キャナルシートの左右側面の一方の外側
から底面の下側を経て他方の外側にわたって設けられていてもよい。
　これらのプラスシートの配置は、適宜組み合わせて用いることもできる。
【００３７】
　また、底面結合部が股下部から前身頃に延在し、かつ、プラスシートがキャナルシート
の股下部から前身頃に延在している態様、底面結合部が股下部から後身頃に延在し、かつ
、プラスシートがキャナルシートの股下部から後身頃に延在している態様、及び、両者を
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組み合わせた態様は、いずれも本発明の吸収体物品の好適な態様である。
【００３８】
　プラスシートの材料について説明する。
　プラスシートは、キャナルシートの両側面を補強する必要があるため、適度の厚さ及び
剛性を有するのが好ましい。なお、プラスシートに、薄くて剛性の小さいシートを使用す
る場合は２枚以上重ねたり、キャナルシートの内側と外側の両方に結合したりすることも
できる。
【００３９】
　プラスシートとして使用可能な代表的な材料としては、例えば、フィルム類、不織布類
、発泡体シート類、複合シート類、シート状吸収体が挙げられる。
　フィルム類としては、例えば、ＰＥ、ＰＰ、ＰＥＴ、ＥＶＡ、合成ゴム等のフィルム類
；これらを積層したフィルム類が挙げられる。フィルム類は、厚さが１０～１００μｍで
あるのが好ましい。
　比較的剛性の低いフィルム類（例えば、ＰＥ、ＥＶＡ、合成ゴム等の単体からなるフィ
ルム）を使用する場合には、厚さを厚くしたり、接合剤を全面に塗布したりすることによ
り、剛性を大きくすることもできる。
【００４０】
　不織布類としては、例えば、レーヨン、リヨセル、コットン等のセルロース系繊維；Ｐ
Ｅ、ＰＰ、ＰＥＴ、ＥＶＡ、ポリウレタン等の合成繊維を原料とする不織布類が挙げられ
る。不織布類は、目付量が１０～１００ｇ／ｍ2であるのが好ましい。
　比較的剛性の低い不織布類（例えば、繊度が細い不織布類）を使用する場合には、厚さ
を厚くしたり、接合剤を全面に塗布したりすることにより、剛性を大きくすることもでき
る。
【００４１】
　発泡体シート類としては、例えば、ＰＥ、ＰＰ、ポリ乳酸、ポリスチレン、ポリウレタ
ン、合成ゴム等の樹脂を原料とした発泡体シート類が挙げられる。発泡シート類は、厚さ
が０．５～１０ｍｍであるのが好ましい。
【００４２】
　複合シート類は、例えば、フィルム／不織布複合シート、フィルム／発泡体複合シート
類が挙げられる。これらに用いられるフィルム、不織布、発泡体としては、上述したフィ
ルム類、不織布類、発泡体シート類が好適に用いられる。
【００４３】
　シート状吸収体としては、例えば、上述したＡｉｒ　Ｌａｉｄ法で得られる高吸水性シ
ート（例えば、王子キノクロス社製のＢ－ＳＡＰ）、上述したＳＡＰの分散スラリーを不
織布等の体液透過性シートの上にコーティングする方法で得られる高吸水性シート（例え
ば、（株）日本吸収体技術研究所製のＭｅｇａＴｈｉｎ（登録商標））が挙げられる。シ
ート状吸収体は、ＳＡＰ含有量１０～１００ｇ／ｍ2の比較的薄くて可撓性のあるものが
好ましい。
【００４４】
　これらのプラスシートとして使用される材料は、表面状態や感触を改良するために、エ
ンボス加工やクレープ加工を施したものも好適に用いられる。
【００４５】
　防漏体１０上においては、吸収体１２の左右両側に弾性糸が配置され、サーフェスシー
ト１３により被覆されることにより固定され、アウターレッグギャザー（ＯＬＧ）２８を
構成している。
　弾性糸としては、例えば、３本のポリウレタンフィラメントを用いることができる。こ
の弾性糸は、これを上下から挟んで固定する防漏体１０及びサーフェスシート１３ととも
に、左右方向における左右一対の頭部伸縮体１４が存在する位置よりも外側に、更に、左
右一対のＯＬＧを構成する。
　本発明においては、ＯＬＧは、この構成に限定されず、例えば、従来公知の吸収体物品
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に用いられるＯＬＧの構成を用いることができる。
【００４６】
　防漏体１０の後端付近の左右両側には、着脱部材３０が設けられている。防漏体１０の
前端付近の下面には、着脱部材と互いに着脱自在となるように、着脱部材（図示せず）が
設けられている。これらの着脱部材は、例えば、各種面ファスナーにより構成することが
できる。
【００４７】
　吸収体物品１００は、着用時においては、着用者の肌に直接接する部位が体液受容キャ
ナルＣａの両縁に浮上状態で存在する頭部伸縮体１４のみとなり、尿排出器も肛門も、左
右一対の頭部伸縮体１４の間の開口に収容される。
　したがって、着用者が尿を排出すると、排出された尿はその全量が、まずこの体液受容
キャナルＣａ内に収容され、尿が吸収体１２の表面に直接排出されることはない。
　体液受容キャナルＣａ内に貯留された尿は、その後、体液の出口から吸収体１２の表面
に分配して、供給される。
　吸収体物品１００においては、体液受容キャナルＣａにおいて、出口が明示されていな
いが、キャナルシート１６が親水性の不織布により構成され、液透過性となっており、こ
の不織布の有する多数の細孔が体液の出口となっている。よって、体液受容キャナルＣａ
内に貯留された尿は、その後、多数の細孔を通じて、吸収体１２の表面に分配して、供給
される。
　親水性の不織布としては、例えば、ＰＥ／ＰＰ製のスパンボンド不織布（例えば、チッ
ソ社製、目付量１５ｇ／ｍ2）を親水化処理剤により処理して液透過性を付与したものを
用いることができる。
　このように、キャナルシートの一部又は全部が親水性の不織布により構成されているの
は、本発明の好適な態様の一つである。
【００４８】
　上述したように、体液受容キャナルＣａは、着用者から排出された体液の受容及び吸収
体１２への移行を可能とする。また、体液は、体液受容キャナルＣａ内を移動し、体液受
容キャナルＣａの出口を通じて吸収体１２に分配される。
【００４９】
　吸収体物品１００の着用時においては、尿の１回目の排出のみならず、２回目以降の排
出についても、排出された尿は全量がまず体液受容キャナルＣａ内に収容され、直接吸収
体１２の表面に排出されることはない。
　したがって、着用開始時から着用終了時まで、体液受容キャナルＣａがバリヤーとなり
、着用者の肌が吸収体１２の表面に接触して肌を濡らす状態とはならない。
【００５０】
　吸収体物品１００においては、排出された体液は、体液受容キャナルＣａにより全量が
受容され、一時的に貯留された後、キャナルシート１６が全面的に液透過性を有している
ので、キャナルシート１６の比較的広い領域から滲み出して吸収体１２の表面に供給され
る。この際、着用体位、排出速度、排出量等の影響を受けるが、吸収体１２の比較的広い
範囲の部分を利用することができ、股下部Ｃの部分に対する負荷は大幅に抑制される。
【００５１】
　なお、着用者が便を排出した場合には、便中の液成分はキャナルシート１６の細孔から
吸収体１２の表面に移行するが、固形成分は全量体液受容キャナルＣａ内にとどまる。
【００５２】
　吸収体物品１００においては、プラスシート２６が、キャナルシート１６の両側面が補
強され、キャナルシート１６の変形が抑制されて、体液受容キャナルＣａの谷形の立体形
状が安定的に保持される。
　そのため、体液受容キャナルＣａがつぶされにくくなるため、着用者の肌と吸収体の表
面との離間距離が十分に保たれ、吸収体の表面に存在する尿等による着用者の肌の濡れが
確実に防止され、かぶれの発生が予防される。
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　また、頭部伸縮体１４の着用者の肌への接触状態が安定するため、頭部伸縮体１４と着
用者の肌との隙間が発生しにくくなり、尿等の伝い漏れが効果的に防止される。
　さらに、キャナルシート１６の上下方向に生ずる、へたりや座屈が生じにくくなるため
、体液受容キャナルＣａに加重が掛かって体液受容キャナルＣａの内部に存在する体液の
移動通路がつぶれることなく、安定な空間が確保されるため、体液受容キャナルＣａの内
部における体液の円滑な移動が維持される。
　さらに、尿及び便を受容する体液受容キャナルＣａの股下部Ｃを中心とする領域におい
て、左右一対の頭部伸縮体１４の間の開口の幅が一定状態に確保されやすくなり、着用者
の動きによる開口の幅の変化が抑制されるため、尿及び便を安定的に収容することができ
る。
【００５３】
　さらに、キャナルシートの表面特性とプラスシートの表面特性とを組み合わせることに
より、体液受容キャナル内での体液の移動の状態を適切に調節することができる。例えば
、キャナルシートが液透過性の場合はプラスシートを液不透過性にしたり、キャナルシー
トが液不透過性の場合はプラスシートを液透過性にしたりして、体液受容キャナル内での
体液の移動の状態を適切に調節することができる。
　このように、キャナルシートが液透過性であり、かつ、プラスシートが液不透過性であ
る態様、及び、キャナルシートが液不透過性であり、かつ、プラスシートが液透過性であ
る態様は、いずれも本発明の吸収体物品の好適な態様である。
【００５４】
　図３～図６は、プラスシートの種々の配置状態を示す模式図である。
図３（Ａ）、図３（Ｃ）、図４（Ａ）、図４（Ｃ）、図４（Ｅ）、図５（Ａ）、図５（Ｃ
）及び図６（Ａ）は、それぞれ応力を加えない場合の（弛緩状態の）股下部における横端
面図であり、図３（Ｂ）、図３（Ｄ）、図４（Ｂ）、図４（Ｄ）、図４（Ｆ）、図５（Ｂ
）、図５（Ｄ）及び図６（Ｂ）は、それぞれ前後方向及び左右方向に引っ張って展開し、
ほぼ平面状にした状態の展開平面図である。
【００５５】
　図３（Ａ）及び図３（Ｂ）に示されるプラスシート２６ａは、キャナルシート１６ａの
底面の下面と吸収体１２ａの表面とが結合している底面結合部２４ａを有する領域内にお
いて、キャナルシート１６ａの左右側面の内側に、左右一対に設けられ、両側面の一部を
補強している。キャナルシート１６ａの左右方向の中央部には、プラスシートは存在して
いない。
　底面結合部２４ａは、プラスシートの存在しない左右方向の中央において、前身頃Ｆの
後端付近から股下部Ｃを経て後身頃Ｒの前端付近まで、線状（帯状）に延在し、キャナル
シート１６ａの下面と吸収体１２ａの表面とを結合している。
　プラスシート２６ａは、キャナルシート１６ａの股下部Ｃに設けられている。
　キャナルシート１６ａは、その左右両縁が、それぞれ左右一対の頭部伸縮体１４ａに結
合し、谷形の立体形状を有する体液受容キャナルＣａを形成している。
【００５６】
　キャナルシート１６ａとしては、例えば、親水化処理を施したＰＥ／ＰＰスパンボンド
不織布（例えば、目付量１５ｇ／ｍ2）を使用することができる。
　左右一対のプラスシート２６ａとしては、それぞれ、発泡体シート類が用いられている
。発泡体シート類としては、例えば、長方形状のポリウレタンフォーム（例えば、厚さ２
ｍｍ）を使用することができる。
　プラスシート２６ａは、例えば、その下面の全面にホットメルト接着剤の塗布（例えば
、スプレー塗布）をすることにより、キャナルシート１６ａと結合している。
【００５７】
　この態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ａ側から又は吸収体１２ａ側からキャ
ナルシート１６ａに加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ａによる補強効果
（プラスシート２６ａの剛性及びばね効果）によって、キャナルシート１６ａの変形やへ
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たりが大幅に抑制される。また、加重がなくなると、プラスシート２６ａは、すぐに元の
形状に復元し、キャナルシート１６ａの谷形形状を保持する。
【００５８】
　図３（Ｃ）及び図３（Ｄ）に示されるプラスシート２６ｂは、基本的に、図３（Ａ）及
び図３（Ｂ）に示されるプラスシート２６ａと同様であるが、キャナルシート１６ａに配
置される位置が異なる。すなわち、プラスシート２６ｂは、キャナルシート１６ａの底面
の下面と吸収体１２ａの表面とが結合している底面結合部２４ａを有する領域内において
、キャナルシート１６ａの左右側面の外側に、左右一対に設けられ、両側面の一部を補強
している。キャナルシート１６ａの左右方向の中央部には、プラスシートは存在していな
い。
　底面結合部２４ａは、プラスシートの存在しない左右方向の中央において、前身頃Ｆの
後端付近から股下部Ｃを経て後身頃Ｒの前端付近まで、線状（帯状）に延在し、キャナル
シート１６ａの下面と吸収体１２ａの表面とを結合している。
　プラスシート２６ｂは、キャナルシート１６ａの股下部Ｃに設けられている。
【００５９】
　左右一対のプラスシート２６ｂとしては、それぞれ、発泡体シート類が用いられている
。発泡体シート類としては、例えば、長方形状のポリウレタンフォーム（例えば、厚さ２
ｍｍ）を使用することができる。
　プラスシート２６ｂは、例えば、その上面の全面にホットメルト接着剤の塗布（例えば
、スプレー塗布）をすることにより、キャナルシート１６ａと結合している。
【００６０】
　この態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ａ側から又は吸収体１２ａ側からキャ
ナルシート１６ａに加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｂによる補強効果
（プラスシート２６ｂの剛性及びばね効果）によって、キャナルシート１６ａの変形やへ
たりが大幅に抑制される。また、加重がなくなると、プラスシート２６ｂは、すぐに元の
形状に復元し、キャナルシート１６ａの谷形形状を保持する。
【００６１】
　上述した図３（Ａ）及び図３（Ｂ）に示されるプラスシート２６ａのようなキャナルシ
ートの内面に結合する態様と、図３（Ｃ）及び図３（Ｄ）に示されるプラスシート２６ｂ
のようなキャナルシートの外面に結合する態様とは、適宜選択することができる。
　例えば、キャナルシートが液透過性、プラスシートが液不透過性である場合は、体液受
容キャナルＣａにおける体液の受容及び移動性に影響しないように、プラスシートをキャ
ナルシートの外面に結合する態様を選択するのが好ましいときがある。
　また、キャナルシートが液不透過性、プラスシートが親水性である場合は、プラスシー
トの親水性を体液の円滑な移動に活用するため、プラスシートをキャナルシートの内面に
結合する態様を選択するのが好ましいときがある。
【００６２】
　図４（Ａ）及び図４（Ｂ）に示されるプラスシート２６ｃは、キャナルシート１６ａの
底面の下面と吸収体１２ａの表面とが底面結合部２４ｂを有する領域内において、キャナ
ルシート１６ａの左右側面の一方の外側から底面の下側を経て他方の外側にわたって設け
られ、両側面の一部を補強している。
　底面結合部２４ｂは、左右方向の中央において、前身頃Ｆから股下部Ｃを経て後身頃Ｒ
までの前端部及び後端部を除く領域で、線状（帯状）に延在している。
　プラスシート２６ｃは、キャナルシート１６ａの前身頃Ｆの後端付近から股下部Ｃを経
て後身頃Ｒの前端付近までに設けられている。
　また、底面結合部２４ｂは、プラスシート２６ｃが存在する領域ではプラスシート２６
ｃを介してキャナルシート１６ａと吸収体１２ａの表面とが結合し、プラスシート２６ｃ
が存在しない領域ではキャナルシート１６ａの下面と吸収体１２ａの表面とが直接結合し
ている。
　キャナルシート１６ａは、その左右両縁が、それぞれ左右一対の頭部伸縮体１４ａに結
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合し、谷形の立体形状を有する体液受容キャナルＣａを形成している。
【００６３】
　キャナルシート１６ａとしては、例えば、親水化処理を施したＰＥ／ＰＰスパンボンド
不織布（例えば、目付量１５ｇ／ｍ2）を使用することができる。
　プラスシート２６ｃとしては、フィルム類が用いられている。フィルム類としては、例
えば、長方形状の表面マッティング加工を施した比較的剛性の高いＰＥ製（例えば、ＬＬ
ＤＰＥ製）のフィルム（例えば、厚さ４０μｍ）を使用することができる。
　プラスシート２６ｃは、例えば、その上面の全面にホットメルト接着剤の塗布（例えば
、スプレー塗布）をすることにより、キャナルシート１６ａと結合している。
【００６４】
　この態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ａ側から又は吸収体１２ａ側からキャ
ナルシート１６ａに加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｃによる補強効果
（プラスシート２６ｃの剛性）によって、キャナルシート１６ａの変形やへたりが大幅に
抑制される。また、加重がなくなると、プラスシート２６ｃは、すぐに元の形状に復元し
、キャナルシート１６ａの谷形形状を保持する。
　このように、プラスシート２６ｃとして、比較的薄く、ばね効果（クッション効果）の
小さい材料を用いる場合、前後方向の存在領域を多くすることにより、補強効果を大きく
するのが好ましい。
【００６５】
　図４（Ｃ）及び図４（Ｄ）に示されるプラスシート２６ｄは、基本的に、図４（Ａ）及
び図４（Ｂ）に示されるプラスシート２６ｃと同様であるが、材質及び前後方向の配置が
異なる。
　プラスシート２６ｄとしては、発泡体シート類が用いられている。発泡体シート類とし
ては、例えば、長方形状のポリウレタンフォーム（例えば、厚さ３ｍｍ）を使用すること
ができる。
　プラスシート２６ｄは、股下部Ｃの前端付近から後身頃Ｒの前端付近に至る領域に配置
されている。
【００６６】
　この態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ａ側から又は吸収体１２ａ側からキャ
ナルシート１６ａに加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｄによる補強効果
（プラスシート２６ｄの剛性及びばね効果）によって、キャナルシート１６ａの変形やへ
たりが大幅に抑制される。また、加重がなくなると、プラスシート２６ｄは、すぐに元の
形状に復元し、キャナルシート１６ａの谷形形状を保持する。
　このように、プラスシート２６ｄとして、ばね効果（クッション効果）の大きい材料を
用いる場合、前後方向の存在領域を少なくしても、十分な補強効果を得ることができる。
【００６７】
　図４（Ｅ）及び図４（Ｆ）に示されるプラスシート２６ｅは、基本的に、図４（Ｃ）及
び図４（Ｄ）に示されるプラスシート２６ｄと同様であるが、材質が異なる。
　プラスシート２６ｅとしては、シート状吸収体が用いられている。シート状吸収体とし
ては、例えば、Ａｉｒ　Ｌａｉｄ法で得られるパルプ／ＳＡＰ混合シートであるシート状
吸収体（例えば、パルプとＳＡＰとの混合物に、アクリル酸樹脂エマルジョンをスプレー
添加して加圧乾燥したもの（例えば、厚さ約１ｍｍ、パルプ目付量１００ｇ／ｍ2、ＳＡ
Ｐ目付量５０ｇ／ｍ2、アクリル酸樹脂目付量５ｇ／ｍ2）を使用することができる。
【００６８】
　この態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ａ側から又は吸収体１２ａ側からキャ
ナルシート１６ａに加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｅによる補強効果
（プラスシート２６ｅの剛性及びばね効果）によって、キャナルシート１６ａの変形やへ
たりが大幅に抑制される。また、加重がなくなると、プラスシート２６ｅは、すぐに元の
形状に復元し、キャナルシート１６ａの谷形形状を保持する。
　このように、プラスシート２６ｅとして、ばね効果（クッション効果）の大きい材料を
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用いる場合、前後方向の存在領域を少なくしても、十分な補強効果を得ることができる。
【００６９】
　この態様においては、更に、以下の効果を奏する。
　キャナルシート１６ａを透過した体液の一部は、プラスシート２６ｅに吸収されて、吸
収体１２ａへの移行をブロックされる。すなわち、プラスシート２６ｅは、あたかも防漏
体を使用したかのような効果を奏する。
　また、体液受容キャナルＣａの内側に排出された体液が、頭部伸縮体１４ａを乗り越え
て伝い漏れするような事態が生じても、キャナルシート１６ａの外側を伝わり、その後、
プラスシート２６ｅに吸収される。すなわち、プラスシート２６ｅは、予備吸収体として
の機能も果たす。
【００７０】
　図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示されるプラスシート２６ｆは、キャナルシート１６ａの
底面の下面と吸収体１２ａの表面とが底面結合部２４ｃを有する領域内において、キャナ
ルシート１６ａの左右側面の一方の内側から底面の上側を経て他方の内側にわたって設け
られ、両側面の一部を補強している。
　底面結合部２４ｃは、左右方向の中央において、前身頃Ｆの後端付近から股下部Ｃを経
て後身頃Ｒの前端付近まで、線状（帯状）に延在し、キャナルシート１６ａの下面と吸収
体１２ａの表面とを結合している。
　プラスシート２６ｆは、キャナルシート１６ａの前身頃Ｆの後端付近から股下部Ｃを経
て後身頃Ｒの前端付近までに設けられている。
　キャナルシート１６ａは、その左右両縁が、それぞれ左右一対の頭部伸縮体１４ａに結
合し、谷形の立体形状を有する体液受容キャナルＣａを形成している。
【００７１】
　キャナルシート１６ａとしては、例えば、疎水性のＰＰ製のＳＭＭＳ不織布（例えば、
目付量１５ｇ／ｍ2）を使用することができる。
　プラスシート２６ｆとしては、不織布類が用いられている。不織布類としては、例えば
、長方形状の嵩高でばね効果のあるコットンスパンレース不織布（例えば、目付量５０ｇ
／ｍ2、見掛け比重０．０７ｇ／ｃｍ3）を使用することができる。
　プラスシート２６ｆは、例えば、その下面に前後方向に延在する線状にホットメルト接
着剤の塗布をすることにより、キャナルシート１６ａと結合している。
【００７２】
　この態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ａ側から又は吸収体１２ａ側からキャ
ナルシート１６ａに加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｆによる補強効果
（プラスシート２６ｆの剛性及びばね効果）によって、キャナルシート１６ａの変形やへ
たりが大幅に抑制される。また、加重がなくなると、プラスシート２６ｆは、すぐに元の
形状に復元し、キャナルシート１６ａの谷形形状を保持する。
【００７３】
　図５（Ｃ）及び図５（Ｄ）に示されるプラスシート２６ｇは、基本的に、図５（Ａ）及
び図５（Ｂ）に示されるプラスシート２６ｆと同様であるが、材質及び前後方向の配置が
異なる。
　プラスシート２６ｇとしては、発泡体シート類が用いられている。発泡体シート類とし
ては、例えば、前後方向の長さより左右方向の幅が長い長方形状の親水性のポリ乳酸樹脂
製スポンジ（例えば、厚さ２．５ｍｍ）を使用することができる。
　また、底面結合部２４ｄは、左右方向の中央において、ほぼ股下部Ｃの全域に線状（帯
状）に延在し、キャナルシート１６ａの下面と吸収体１２ａの表面とを結合している。
　プラスシート２６ｇは、股下部Ｃの後身頃Ｒよりに設けられている。
【００７４】
　この態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ａ側から又は吸収体１２ａ側からキャ
ナルシート１６ａに加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｇによる補強効果
（プラスシート２６ｇの剛性及びばね効果）によって、キャナルシート１６ａの変形やへ
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たりが大幅に抑制される。また、加重がなくなると、プラスシート２６ｇは、すぐに元の
形状に復元し、キャナルシート１６ａの谷形形状を保持する。
【００７５】
　図６（Ａ）及び図６（Ｂ）に示されるプラスシート２６ｈ及び２６ｉは、キャナルシー
ト１６ａの底面の下面と吸収体１２ａの表面とが底面結合部２４ｅを有する領域内におい
て、プラスシート２６ｈがキャナルシート１６ａの左右側面の一方の内側から底面の上側
を経て他方の内側にわたって狭い範囲に設けられ、かつ、プラスシート２６ｉがキャナル
シート１６ａの左右側面の一方の外側から底面の下側を経て他方の外側にわたって広い範
囲に設けられ、両側面の一部を補強している。
　底面結合部２４ｅは、左右方向の中央において、前身頃Ｆから股下部Ｃを経て後身頃Ｒ
までの前端部及び後端部を除く領域で、線状（帯状）に延在している。
　プラスシート２６ｈは、キャナルシート１６ａの股下部Ｃの後身頃Ｒよりに設けられ、
プラスシート２６ｉは、キャナルシート１６ａの前身頃Ｆの後端付近から股下部Ｃを経て
後身頃Ｒの前端付近までに設けられている。
　また、底面結合部２４ｅは、プラスシート２６ｉが存在する領域ではプラスシート２６
ｉを介してキャナルシート１６ａと吸収体１２ａの表面とが結合し、プラスシート２６ｉ
が存在しない領域ではキャナルシート１６ａの下面と吸収体１２ａの表面とが直接結合し
ている。
　キャナルシート１６ａは、その左右両縁が、それぞれ左右一対の頭部伸縮体１４ａに結
合し、谷形の立体形状を有する体液受容キャナルＣａを形成している。
【００７６】
　キャナルシート１６ａとしては、例えば、疎水性のＰＰ製のＳＭＭＳ不織布（例えば、
目付量１５ｇ／ｍ2）を使用することができる。
　プラスシート２６ｈとしては、不織布類が用いられている。不織布類としては、例えば
、長方形状の嵩高でばね効果のある親水性のコットンスパンレース不織布（例えば、目付
量３０ｇ／ｍ2、見掛け比重０．０７ｇ／ｃｍ3）を使用することができる。
　プラスシート２６ｈは、例えば、その下面に前後方向に延在する線状にホットメルト接
着剤の塗布をすることにより、キャナルシート１６ａと結合している。
　プラスシート２６ｉとしては、フィルム類が用いられている。フィルム類としては、例
えば、長方形状の表面マッティング加工を施した比較的剛性の低い液不透過性のＰＥ製（
例えば、ＬＬＤＰＥ製）のフィルム（例えば、厚さ２０μｍ）を使用することができる。
　プラスシート２６ｉは、例えば、その上面の全面にホットメルト接着剤の塗布（例えば
、スプレー塗布）をすることにより、キャナルシート１６ａと結合している。
【００７７】
　この態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ａ側から又は吸収体１２ａ側からキャ
ナルシート１６ａに加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｈ及び２６ｉによ
る相乗的な補強効果によって、キャナルシート１６ａの変形やへたりが大幅に抑制される
。また、加重がなくなると、プラスシート２６ｈ及び２６ｉは、すぐに元の形状に復元し
、キャナルシート１６ａの谷形形状を保持する。
【００７８】
　以下、本発明の吸収体物品の実施態様を示し、更にその効果を説明する。
【００７９】
　図７は、本発明の吸収体物品の実施態様の別の例を示す模式図である。図７（Ａ）は、
吸収体物品に応力を加えて前後方向及び左右方向に引っ張って展開し、ほぼ平面状にした
状態（緊張状態）を模式的に示した展開平面図である。図７（Ｂ）は、図７（Ａ）中のＶ
ＩＩＢ－ＶＩＩＢ線に沿った緊張状態の横端面図である。図７（Ｃ）は、吸収体物品に応
力を加えない場合の（弛緩状態の）図７（Ａ）中のＶＩＩＢ－ＶＩＩＢ線に沿った横端面
図である。
　図７に示される吸収体物品１０１は、子供用テープ型おむつ（Ｍサイズ（体重６～１１
ｋｇ程度用））として構成されている。
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【００８０】
　図７に示される吸収体物品１０１は、基本的に、図１に示される吸収体物品１００と同
様であるが、プラスシートの材料及び配置等が異なる。
　左右一対の頭部伸縮体１４ｂは、それぞれ、ポリウレタンフィラメントの数が３本とな
っている点で、吸収体物品１００における頭部伸縮体１４と異なる。
　吸収体物品１０１においては、キャナルシート１６の底面の下面と吸収体１２の表面と
が底面結合部２４ｆを有する領域内において、プラスシート２６ｊがキャナルシート１６
の左右側面の一方の内側から底面の上側を経て他方の内側にわたって設けられ、かつ、プ
ラスシート２６ｋがキャナルシート１６の左右側面の外側に、左右一対に設けられ、両側
面の一部を補強している。キャナルシート１６の下面の左右方向の中央部には、プラスシ
ートは存在していない。
　底面結合部２４ｆは、プラスシートの存在しない左右方向の中央において、前身頃Ｆか
ら股下部Ｃを経て後身頃Ｒまでの前端部及び後端部を除く領域で、線状（帯状）に延在し
、キャナルシート１６の下面と吸収体１２の表面とを結合している。
　プラスシート２６ｊは、キャナルシート１６の股下部Ｃの後身頃Ｒよりに設けられ、プ
ラスシート２６ｋは、キャナルシート１６の前身頃Ｆの後端付近から股下部Ｃを経て後身
頃Ｒの前端付近までに設けられている。
　キャナルシート１６は、その左右両縁が、それぞれ左右一対の頭部伸縮体１４ｂに結合
し、谷形の立体形状を有する体液受容キャナルＣａを形成している。
【００８１】
　キャナルシート１６としては、親水化処理を施したＰＥ／ＰＰスパンボンド不織布（目
付量１５ｇ／ｍ2、左右方向の幅１３０ｍｍ）が用いられている。
　プラスシート２６ｊとしては、長方形状の嵩高でばね効果のある親水性のコットンスパ
ンレース不織布（目付量５０ｇ／ｍ2、見掛け比重０．０７ｇ／ｃｍ3）が用いられている
。
　プラスシート２６ｊは、その下面に前後方向に延在する線状にホットメルト接着剤の塗
布をすることにより、キャナルシート１６と結合している。
　左右一対のプラスシート２６ｋとしては、それぞれ、長方形状の液不透過性のポリウレ
タンフォーム（厚さ２ｍｍ）が用いられている。
　プラスシート２６ｋは、その上面の全面にホットメルト接着剤のスプレー塗布をするこ
とにより、キャナルシート１６と結合している。
【００８２】
　この実施態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ｂ側から又は吸収体１２側からキ
ャナルシート１６に加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｊ及び２６ｋによ
る相乗的な補強効果（プラスシート２６ｊ及び２６ｋの剛性及びばね効果）によって、キ
ャナルシート１６の変形やへたりが大幅に抑制される。また、加重がなくなると、プラス
シート２６ｊ及び２６ｋは、すぐに元の形状に復元し、キャナルシート１６の谷形形状を
保持する。さらに、頭部伸縮体１４ｂ側からキャナルシート１６に加重が掛かって、左右
一対の頭部伸縮体１４ｂ間の開口が外側に開くような事態が生じても、着用者の排泄器周
辺には、嵩高な不織布の表面が接触することになりソフトな感触が保たれる。
【００８３】
　図８は、本発明の吸収体物品の実施態様の更に別の例を示す模式図である。図８（Ａ）
は、吸収体物品に応力を加えて前後方向及び左右方向に引っ張って展開し、ほぼ平面状に
した状態（緊張状態）を模式的に示した展開平面図である。図８（Ｂ）は、図８（Ａ）中
のＶＩＩＩＢ－ＶＩＩＩＢ線に沿った緊張状態の横端面図である。図８（Ｃ）は、吸収体
物品に応力を加えない場合の（弛緩状態の）図８（Ａ）中のＶＩＩＩＢ－ＶＩＩＩＢ線に
沿った横端面図である。
　図８に示される吸収体物品１０２は、子供用テープ型おむつ（Ｍサイズ（体重６～１１
ｋｇ程度用））として構成されている。
【００８４】
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　図８に示される吸収体物品１０２は、基本的に、図７に示される吸収体物品１０１と同
様であるが、プラスシートの材料及び配置等が異なる。
　吸収体物品１０２においては、キャナルシート１６の底面の下面と吸収体１２の表面と
が底面結合部２４ｇを有する領域内において、プラスシート２６ｌがキャナルシート１６
の左右側面の一方の外側から底面の下側を経て他方の外側にわたって設けられ、両側面の
一部を補強している。
　底面結合部２４ｇは、左右方向の中央において、前身頃Ｆから股下部Ｃを経て後身頃Ｒ
までの前端部及び後端部を除く領域で、線状（帯状）に延在している（長さ２４０ｍｍ）
。
　プラスシート２６ｌは、キャナルシート１６の股下部Ｃに設けられている。
　また、底面結合部２４ｇは、プラスシート２６ｌが存在する領域ではプラスシート２６
ｌを介してキャナルシート１６と吸収体１２の表面とが結合し、プラスシート２６ｌが存
在しない領域ではキャナルシート１６の下面と吸収体１２の表面とが直接結合している。
　キャナルシート１６は、その左右両縁が、それぞれ左右一対の頭部伸縮体１４ｂに結合
し、谷形の立体形状を有する体液受容キャナルＣａを形成している。
【００８５】
　プラスシート２６ｌとしては、長方形状の表面マッティング加工を施した比較的剛性の
高いＬＬＤＰＥ製のフィルム（厚さ６０μｍ）が用いられている。
　プラスシート２６ｌは、その上面の全面にホットメルト接着剤のスプレー塗布をするこ
とにより、結合層３２を介してキャナルシート１６ａと結合している。
【００８６】
　吸収体物品１０２においては、左右方向の幅が１３０ｍｍであるキャナルシート１６に
対して、プラスシートは、前後方向の長さ９０ｍｍ、左右方向の幅が１００ｍｍの長方形
状であり、股下部Ｃに配置され、キャナルシート１６の左右側面のほぼ全面を被覆してい
る。
【００８７】
　この実施態様においては、着用時に、頭部伸縮体１４ｂ側から又は吸収体１２側からキ
ャナルシート１６に加重が掛かった場合であっても、プラスシート２６ｌによる補強効果
（プラスシート２６ｌの剛性及び結合層３２の剛性）によって、キャナルシート１６の変
形やへたりが大幅に抑制される。また、加重がなくなると、プラスシート２６ｌは、すぐ
に元の形状に復元し、キャナルシート１６の谷形形状を保持する。
【００８８】
　図９は、先行技術に係る連結シートを組み込んだ吸収体物品の実施態様の例を示す模式
図である。具体的には、特許文献３（特許第５２３６１２２号公報）の図３（Ｄ）に係る
連結シートを組み込んでいる。図９（Ａ）は、吸収体物品に応力を加えて前後方向及び左
右方向に引っ張って展開し、ほぼ平面状にした状態（緊張状態）を模式的に示した展開平
面図である。図９（Ｂ）は、図９（Ａ）中のＩＸＢ－ＩＸＢ線に沿った緊張状態の横端面
図である。図９（Ｃ）は、吸収体物品に応力を加えない場合の（弛緩状態の）図９（Ａ）
中のＩＸＢ－ＩＸ線に沿った横端面図である。
　図９に示される吸収体物品１０３は、子供用テープ型おむつ（Ｍサイズ（体重６～１１
ｋｇ程度用））として構成されている。
【００８９】
　図９に示される吸収体物品１０３は、基本的に、図７に示される吸収体物品１０１と同
様であるが、キャナルシート及びプラスシートの代わりに、連結シート３４を有している
。
　連結シート３４は、親水性シート３４’の下面の左右方向の中央に、疎水性シート３４
”が配置され、前後方向に延在する一対の線状結合部３６においてホットメルト接着剤の
塗布により結合することにより構成されている。連結シート３４は、中央部においては、
二重構造を有している。
　親水性シート３４’は、親水化処理を施したＰＥ／ＰＰスパンボンド不織布（目付量１
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５ｇ／ｍ2、左右方向の幅１３０ｍｍ）が用いられており、これは吸収体物品１０１にお
けるキャナルシート１６と同一のものである。
　疎水性シート３４”は、疎水性のＰＥフィルム（厚さ２０μｍ、左右方向の幅４０ｍｍ
）が用いられている。
　底面結合部２４ｈは、左右方向の中央において、前身頃Ｆから股下部Ｃを経て後身頃Ｒ
までの前端部及び後端部を除く領域で、線状（帯状）に延在している（長さ２４０ｍｍ）
。
　疎水性シート３４”は、親水性シート３４’の前後方向の全域（前身頃Ｆから股下部Ｃ
を経て後身頃Ｒにかけての領域）に設けられている。
　また、底面結合部２４ｈは、疎水性シート３４”を介して親水性シート３４’と吸収体
１２の表面とが結合している。
　親水性シート３４’は、その左右両縁が、それぞれ左右一対の頭部伸縮体１４ｂに結合
し、谷形の立体形状を有する体液受容キャナルＣａを形成している。
【００９０】
　吸収体物品１０３においては、連結シート３４を構成する親水性シート３４’と疎水性
シート３４”とがいずれも柔軟性の高い材料であり、かつ、親水性シート３４’と疎水性
シート３４”とが一対の線状結合部３６で結合するのみであるので、連結シート３４は全
体として剛性が低い。
　そのため、吸収体物品１０３においては、着用時に、頭部伸縮体１４ｂ側から又は吸収
体１２側からキャナルシート１６に加重が掛かった場合、親水性シート３４’の変形やへ
たりが生じやすく、キャナルシート１６の谷形形状が安定的に保持されない。
【００９１】
　図１０は、先行技術に係る連結シートを組み込んだ吸収体物品の実施態様の別の例を示
す模式図である。具体的には、特許文献３（特許第５２３６１２２号公報）の図３（Ｃ）
に係る連結シートを組み込んでいる。図１０（Ａ）は、吸収体物品に応力を加えて前後方
向及び左右方向に引っ張って展開し、ほぼ平面状にした状態（緊張状態）を模式的に示し
た展開平面図である。図１０（Ｂ）は、図１０（Ａ）中のＸＢ－ＸＢ線に沿った緊張状態
の横端面図である。図１０（Ｃ）は、吸収体物品に応力を加えない場合の（弛緩状態の）
図１０（Ａ）中のＸＢ－Ｘ線に沿った横端面図である。
　図１０に示される吸収体物品１０４は、子供用テープ型おむつ（Ｍサイズ（体重６～１
１ｋｇ程度用））として構成されている。
【００９２】
　図１０に示される吸収体物品１０４は、基本的に、図９に示される吸収体物品１０３と
同様であるが、連結シートの態様が異なる。
　連結シート３４ａは、親水性シート３４ａ’の上面の左右方向の中央に、疎水性シート
３４ａ”が配置され、前後方向に延在する一対の線状結合部３６ａにおいてホットメルト
接着剤の塗布により結合することにより構成されている。連結シート３４ａは、中央部に
おいては、二重構造を有している。
　親水性シート３４ａ’は、親水化処理を施したＰＥ／ＰＰスパンボンド不織布（目付量
１５ｇ／ｍ2、左右方向の幅１３０ｍｍ）が用いられており、これは吸収体物品１０１に
おけるキャナルシート１６及び吸収体物品１０３における親水性シート３４’と同一のも
のである。
　疎水性シート３４ａ”は、疎水性のＰＥフィルム（厚さ２０μｍ、左右方向の幅４０ｍ
ｍ）が用いられており、これは吸収体物品１０３における疎水性シート３４”と同一のも
のである。
　底面結合部２４ｉは、左右方向の中央において、前身頃Ｆから股下部Ｃを経て後身頃Ｒ
までの前端部及び後端部を除く領域で、線状（帯状）に延在している（長さ２４０ｍｍ）
。
　疎水性シート３４ａ”は、親水性シート３４ａ’の前後方向の全域（前身頃Ｆから股下
部Ｃを経て後身頃Ｒにかけての領域）に設けられている。
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　また、底面結合部２４ｉは、親水性シート３４ａ’と吸収体１２の表面とが直接結合し
ている。
　親水性シート３４ａ’は、その左右両縁が、それぞれ左右一対の頭部伸縮体１４ｂに結
合し、谷形の立体形状を有する体液受容キャナルＣａを形成している。
【００９３】
　吸収体物品１０４においては、連結シート３４ａを構成する親水性シート３４ａ’と疎
水性シート３４ａ”とがいずれも柔軟性の高い材料であり、かつ、親水性シート３４ａ’
と疎水性シート３４ａ”とが一対の線状結合部３６ａで結合するのみであるので、連結シ
ート３４ａは全体として剛性が低い。
　そのため、吸収体物品１０４においては、着用時に、頭部伸縮体１４ｂ側から又は吸収
体１２側からキャナルシート１６に加重が掛かった場合、親水性シート３４ａ’の変形や
へたりが生じやすく、キャナルシート１６の谷形形状が安定的に保持されない。
【００９４】
　以上、本発明の吸収体物品を図示の各実施形態に基づいて説明したが、本発明は、これ
らに限定されるものではなく、例えば、各部の構成は、同様の機能を発揮しうる任意の構
成と置換することができる。
　また、各実施形態における各部の構成を任意に組み合わせて、別の実施形態とすること
もできる。
【００９５】
　本発明の吸収体物品は、紙おむつ（子供用及び大人用）、失禁用品、トレーニングパン
ツ、女性用生理用品等に好適に用いられる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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